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研究課題名 リアルタイム地下水モニタリングシステムの開発 

研究結果 

・地下水モニタリング用井戸の形状と形態を把握するため県庁の水・大気環境課と衛生環

境研の水対策チームの皆様のご協力の下で3ヶ所（大山放牧場（伯耆町小林）、せせらぎ

公園（江府町江尾）、古布庄小学校（琴浦町））を見学し、井戸の形状と形態が把握で

き、実験用井戸の選定をし、設計方針が決まった。 

・地下水をモニタリングするため必要なセンサを検討した結果、温度、圧力、流向、濁

度、pH、電気伝導度センサを順次備えていくことにし、市販品を使用するセンサと開発

するセンサの選別を行った。 

・流向と流速センサは初めての研究テーマであり、液体に関する流向センサはあまり例が

なく、センシング原理の工夫から必要であることがわかった。 

・地下水モニタリング用システムの通信方式をモバイル通信システム方式に選定し、シス

テムの設計を行った。 

研究成果 

・地下水モニタリング用システムのフィールドテストはせせらぎ公園（江府町江尾）に設

置されている井戸が適切であることがわかった。またその井戸に適合な地下水モニタリ

ング用システムの筐体を設計した。 

・地下水をモニタリングするため流向と流速センサは市販の圧力センサを応用することに

し、センシング原理を決め、回路設計までできた。 

・温度、濁度、pH、電気伝導度センサは自作することにし、デバイスの設計を完了した。

また産総研のミニマルファブ施設でpHセンサにおいて1次試作をし、評価を行い、動作確

認ができた。その成果の一部は2018年春季応用物理学会で発表した（研究実績サマリー

参照） 

・地下水モニタリング用システムの通信方式をモバイル通信システム方式に選定し、シス

テムの設計を行い、試作品を作製した。試作品の評価を行った結果、動作確認ができ

た。その結果を国際会議で発表する予定である。 

次年度研究

計画 

・流向と流速センサの作製を行い、学内の実験設備で検証実験を行う。 

・温度、濁度、pH、電気伝導度センサにおいて2次試作を行い、性能向上を図る。 

・作製した筐体と通信システムを用いて検証実験を地下水のリアルタイムセンシングを検

証する 
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 ２）「研究期間（  年目/  年間））」及び「次年度研究計画」は、環境創造部門及び地域振興部門

において記載すること。 
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